
出　　　　　　雲（1）　　第 218 号 平成 28 年５月

発 行 所
編集協力

印 刷 所

島根県隊友会
出 雲 駐 屯 地
広 報 室
㈲福間秀文堂

　

隊
員
ご
家
族
様
に
は
長
期
の

災
害
派
遣
活
動
に
よ
り
、
大

変
な
ご
心
配
・
ご
苦
労
を
お

掛
け
し
た
こ
と
と
存
じ
ま
す

が
、
我
々
自
衛
官
の
使
命
で
あ

り
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
の

た
め
と
ご
理
解
下
さ
い
。
ま
た
、

隊
員
が
安
心
し
て
活
動
で
き
ま

す
こ
と
は
、
ご
家
族
様
の
ご
理

解
・
ご
協
力
あ
っ
て
の
こ
と
で

あ
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
面
の
任
務
を
終
え
、
出
雲

に
帰
隊
し
た
各
部
隊
は
、
引
き

続
き
即
応
態
勢
を
維
持
し
、
島

根
県
の
地
域
防
災
の
要
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

４
月
14
日
午
後
９
時
26
分

頃
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
．４
、

16
日
午
前
１
時
25
分
頃
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
．３
と
２
度
に
及

び
熊
本
地
方
を
襲
っ
た
地
震
災

害
の
発
生
に
伴
い
、
４
月
16
日
、

第
13
偵
察
隊
（
隊
長　

安
河
内

２
佐
）
及
び
第
304
施
設
隊
（
隊

長　

渡
邉
２
佐
）
約
90
名
の
隊

員
が
駐
屯
地
を
出
発
し
、
南
阿

蘇
村
に
お
い
て
、
人
命
救
助
、

道
路
啓
開
、
生
活
支
援
（
物
資

輸
送
）
を
任
務
と
し
て
、
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
々
が
一
日
も
早

く
笑
顔
で
生
活
で
き
る
こ
と
を

願
い
、
派
遣
さ
れ
た
隊
員
は
全

力
で
従
事
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
幹
部
挨
拶
、
偵

察
隊
長
か
ら
の
状
況
報
告
の
後
、

隊
内
巡
視
を
実
施
さ
れ
、
部
隊

及
び
駐
屯
地
の
現
況
を
把
握
さ

れ
、
駐
屯
地
体
育
館
に
て
隷
下

部
隊
が
整
列
す
る
中
、
訓
示
を

述
べ
ら
れ
た
。

　

昼
食
時
に
は
偵
察
隊
幹
部
と
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
会
食

が
行
わ
れ
た
。

　

旅
団
長
は
約
３
時
間
の
初
度

視
察
を
終
え
、
各
部
隊
長
の
見

送
り
の
中
、
出
雲
駐
屯
地
を
後

に
さ
れ
た
。

　

３
月
30
日
、
第
13
旅
団
隷
下

部
隊
で
あ
る
、
第
13
偵
察
隊
、

第
13
後
方
支
援
隊
第
２
整
備
中

隊
偵
察
直
接
支
援
小
隊
（
小
隊

長　

飯
田
３
尉
）
は
旅
団
長
鈴

木
陸
将
補
の
初
度
視
察
を
受
け

た
。

　

旅
団
長
は
駐
屯
地
各
部
隊
長

が
出
迎
え
る
中
、
出
雲
駐
屯
地

に
到
着
さ
れ
、
本
部
隊
舎
前
に

て
儀
仗
隊
（
儀
仗
隊
長　

偵
察

隊
清
水
２
尉
）
の
栄
誉
礼
を
受

け
巡
閲
さ
れ
た
。

旅
団
長
統
率
方
針

「
任
務
完
遂
」

旅
団
長
要
望
事
項

一　

訓
練
精
倒

一　

思
い
や
り

一　

地
域
と
共
に

平成28年 熊本地震

力
で
従
事
し
ま
し
た
。

▲偵察隊長より説明を受ける旅団長 ▲巡閲される旅団長

▲隊員に気さくに声を掛けられた旅団長

出
雲
駐
屯
地
初
度
視
察

第
13
旅
団
長 

鈴
木
将
補
・
副
旅
団
長 

端
１
佐
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こ
の
度
、
３
月
23
日
付
で
第
356
会
計
隊
出
雲
派
遣
隊

長
に
着
任
し
た
中
山
２
尉
で
す
。

　

地
元
は
、
出
雲
市
（
大
社
町
）
で
あ
り
平
成
８
年
に

当
駐
屯
地
に
て
入
隊
試
験
を
受
験
し
た
思
い
出
深
い
駐

屯
地
で
勤
務
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、駐
屯
地
内
お
い
て
も
出
雲
弁
が
聞
こ
え
、ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
人
の
温
か
さ
を
感
じ
、
勤
務
環
境
も
素
晴

ら
し
い
駐
屯
地
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

派
遣
隊
長
と
し
て
「
連
携
」
を
要
望
事
項
と
し
て
業

務
に
当
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
計
隊
は
少
数
の
部

隊
で
あ
り
派
遣
隊
内
は
も
ち
ろ
ん
上
級
部
隊
、
駐
屯
各

部
隊
と
密
接
に
連
携
を
図
り
、
各
部
隊
が
隊
務
を
円
滑

に
遂
行
で
き
る

よ
う
会
計
支
援

を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

　

今
後
、
駐
屯

地
司
令
を
は
じ

め
、
各
部
隊
の

隊
員
に
お
世
話

に
な
る
と
思
い

ま
す
が
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。

第
356
会
計
隊
出
雲
派
遣
隊
長

２
等
陸
尉　

中
山
貴
行

　

こ
の
度
、
３
月
23
日
付
で
偵
察
直
接
支
援
小
隊
長
に

着
任
し
ま
し
た
飯
田
３
尉
で
す
。

　

日
本
各
地
を
旅
行
や
研
修
等
で
行
き
ま
し
た
が
、
山

陰
地
方
に
関
し
て
は
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
。
出
雲
に
来

る
前
は
車
以
外
の
移
動
手
段
が
無
い
と
聞
い
て
お
り
ま

し
た
の
で
、
車
を
持
っ
て
い
な
い
自
分
と
し
て
は
生
活

に
不
便
で
は
な
い
か
、
と
不
安
に
思
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
実
際
に
生
活
し
て
み
る
と
、
自
転
車
で
行
け
る
範

囲
に
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
が
あ
り
、
ま
た

出
雲
大
社
等
の
観
光
地
や
海
に
も
近
い
た
め
、
非
常
に

良
い
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

勤
務
方
針
に
関
し
て
は
、「
一
所
懸
命
」
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
場
所
・
状
況
に
お
い
て
も
全
力
を
も
っ
て
、

任
務
達
成
の
た
め

に
邁
進
し
て
行
こ

う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
、
駐
屯
地

司
令
を
は
じ
め
、

各
部
隊
の
隊
員
に

お
世
話
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

第
13
後
方
支
援
隊
第
２
整
備
中
隊

偵
察
直
接
支
援
小
隊

３
等
陸
尉　

飯
田　

光

生 年 月 日　　平成３年４月23日
入隊年月日　　平成26年３月22日
出　身　地　　静岡県
趣　　　味　　サイクリング、釣り、
　　　　　　　プラモデル
主要部隊歴
　平成26年 幹部候補生学校（前川原）
　平成27年 第13後方支援隊第２整備
 中隊本部（海田市）

生 年 月 日　　昭和52年12月12日
入隊年月日　　平成８年３月28日
出　身　地　　島根県
趣　　　味　　マラソン・読書
主要部隊歴
　平成８年 第356会計隊（米子）
　平成14年 第350会計隊（海田市）
　平成19年 第356会計隊（米子）
　平成23年 第325会計隊（真駒内）
　平成25年 北海道補給処沼田弾薬支所
 （沼田）
　平成27年 第356会計隊（米子）

　

４
月
12
日
、
尊
い
命
を
国
の
た
め
に
捧
げ
ら

れ
た
二
万
三
千
柱
の
御
霊
を
慰
め
る
濱
田
護
國

神
社
慰
霊
大
祭
に
出
雲
駐
屯
地
を
代
表
し
て
駐

屯
地
司
令
（
安
河
内
２
佐
）
が
参
列
し
た
。

　

ま
た
、
濱
田
護
國
神
社
の
要
請
に
よ
り
、
偵

察
隊
松
岡
２
曹
以
下
３
名
の
ラ
ッ
パ
隊
が
参
加

協
力
し
、黙
祷
時
に
「
国
の
鎮
め
」
を
吹
奏
し
た
。

　

御
英
霊
に
対
し
て
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と

も
に
、
今
日
の
平
和
を
引
き
続
き
維
持
し
て
い

く
と
改
め
て
決
意
を
強
く
し
た
一
日
と
な
っ
た
。

▲見事な吹奏を披露した
　らっぱ隊

▼玉串拝礼する司令

転
入
部
隊
長
紹
介

濱
田
護
國
神
社

慰
霊
大
祭
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▲▼ティッシュを配り安全運転を呼びかける曹友会

　

出
雲
駐
屯
地
は
、

４
月
18
日
か
ら
20
日

の
３
日
間
、
島
根
県

内
の
企
業
３
社
の
隊

内
生
活
体
験
を
支
援

し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、

株
式
会
社
中
筋
組
、

日
本
製
紙
株
式
会
社
、

美
保
鉄
筋
株
式
会
社

の
３
社
か
ら
合
計
20

名
で
、
偵
察
隊
・
山

根
３
曹
が
教
官
と
な
り
、
第
13
偵
察
隊
、
第
304
施
設

隊
合
わ
せ
て
４
名
の
隊
員
が
訓
練
を
担
当
し
た
。

　

新
社
員
の
入
社
等
に
伴
い
、
基
礎
教
育
と
研
修
の

意
味
を
兼
ね
て
自
衛
隊
に
生
活
体
験
を
希
望
す
る
企

業
が
増
え
て
い
る
中
、
今
回
は
２
泊
３
日
の
隊
内
に

お
け
る
集
団
生
活
が
実
施
さ
れ
た
。

　

参
加
者
は
、
集
団
喫
食
・
行
進
訓
練
・
基
本
教
練

等
、
普
段
と
は
違
う
団
体
生
活
に
不
安
と
戸
惑
い
を

感
じ
な
が
ら
も
日
程
を
消
化
し
て
い
っ
た
。

　

二
日
目
の
行
進
訓
練
は
出
雲
市
内
の
著
名
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
出
雲
ド
ー
ム
、
出
雲
大
社
等
巡
る
、
約

25
㎞
の
行
程
で
行
わ
れ
た
。

　

三
日
間
と
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
担
当
教
官
・

助
教
の
熱
意
に
参
加
者
達
は
、
互
い
に
協
力
す
る
こ

と
や
集
団
に
お
け
る
規
律
の
重
要
性
等
を
体
得
し
て

駐
屯
地
を
後
に
し

た
。

　

ま
た
、
駐
屯
地

と
し
て
は
、
今
後

も
こ
れ
ら
の
支
援

を
通
し
て
自
衛
隊

に
対
す
る
親
近
感

の
醸
成
及
び
地
域

防
衛
基
盤
の
育
成

に
寄
与
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の

間
、
出
雲
駐
屯
地
も
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
に
参
加
し
、

曹
友
会
主
体
で
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
正
し
い
マ
ナ
ー
の
実
践

及
び
指
導
を
行
っ
た
。

　

今
運
動
の
基
本
を
「
子
供
と

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
と

し
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
（
特
に
、
自
転
車
安
全
利
用

五
則
の
周
知
徹
底
）、
後
部
座

席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
、

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
全
国
重
点

と
し
て
、
普
及
啓
発
活
動
が
全

国
各
地
で
行
わ
れ
た
。

　

交
通
事
故
は
ゼ
ロ
が
理
想
で

あ
り
、
出
雲
駐
屯
地
か
ら
は
一

件
も
事
故
を
出
さ
な
い
と
運
動

期
間
中
、
熱
心
に
指
導
、
呼
び

か
け
を
行
っ
た
。

　

４
月
29
日
、
駐
屯
地
会
議
室

に
於
い
て
、
新
し
く
選
任
指
定

さ
れ
た
防
衛
モ
ニ
タ
ー
、
駐
屯

地
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
に
委
嘱
状

の
伝
達
・
贈
呈
が
実
施
さ
れ
た
。

　

防
衛
モ
ニ
タ
ー
に
は
自
衛
隊

や
防
衛
問
題
に
関
す
る
客
観
的

な
意
見
・
要
望
な
ど
を
自
衛
隊

に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

園
山
靖
子
氏
が
防
衛
事
務
次
官

か
ら
委
嘱
さ
れ
、
ま
た
、
駐
屯

地
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
日
常
の
業

務
、
行
事
等
に
関
し
て
駐
屯
地

に
対
す
る
様
々
な
意
見
・
要
望

の
提
出
等
を
通
じ
て
、
駐
屯
地

と
地
域
社
会
の
連
携
等
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
有
富
亜
紀

子
氏
、
今
岡
祐
輔
氏
、
山
根
大

氏
、
下
垣
宣
子
氏
（
当
日
所
用

の
た
め
欠
席
）
に
活
動
し
て
頂

く
よ
う
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
た
。

　
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

は
10
日
間
で
終
わ
っ
た
が
、
運

動
期
間
に
限
ら
ず
今
後
も
駐
屯

地
か
ら
は
交
通
事
故
を
出
さ
な

い
よ
う
心
掛
け
て
い
き
た
い
。

一　

自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

一　

車
道
は
左
側
を
通
行

一　

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
車

道
寄
り
を
徐
行

一　

安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　
　
（
飲
酒
運
転
は
禁
止
、
二

人
乗
り
は
禁
止
、
並
進
は

禁
止
、
夜
間
は
ラ
イ
ト
を

点
灯
、
信
号
を
守
る
、
交

差
点
で
の
一
時
停
止
と
安

全
確
認
）

一　

子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用

　

平
成
27
年
10
月
６
日
、
わ
が

家
に
新
し
い
家
族
が
増
え
ま
し

た
。
10
歳
の
長
女
、
８
歳
の
次

女
そ
し
て
、
初
の
男
の
子
「
朔さ

空く
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
生
ま

れ
る
と
き
は
家
族
全
員
に
見
守

ら
れ
元
気
な
産
声
と
共
に
誕
生

し
ま
し
た
。

　

主
人
は
三
児
の
父
親
と
な
り
、

　
　
　
　
　

  

仕
事
か
ら
帰
宅

　
　
　
　
　
　
　

 

後
も
子
供

　
　
　
　
　
　
　
　

達
の
相
手

　
　
　
　
　
　
　
　

と
益
々
頑

　
　
　
　
　
　
　
　

張
っ
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　

れ
大
変
助

か
っ
て
い
ま
す
。
今
、
私
も
育

児
休
暇
中
で
す
。
初
め
て
の
男

の
子
で
あ
り
又
、
上
の
子
た
ち

と
年
が
離
れ
て
い
る
事
も
あ
り
、

毎
日
が
と
て
も
楽
し
く
、
仕
事

に
復
帰
し
た
く
な
い
と
思
う
毎

日
で
す
。

　

今
、
一
生
懸
命
寝
返
り
の
訓

練
中
で
す
。
一
日
一
日
成
長
し

て
い
る
姿
を
見
て
い
る
だ
け
で

と
て
も
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
家
族
を
迎
え
て
５
人

と
な
っ
た
秋
田
家
。
こ
れ
か
ら

も
明
る
く
楽
し
い
毎
日
を
過
ご

せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
13
偵
察
隊  

秋
田
３
曹
夫
人　

秋
田
由
姫

わ
が
家
の
新
し
い
家
族

秋田朔空くん

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
参
加

防
衛
モ
ニ
タ
ー
等
委
嘱
式

▲稲佐の浜を行進する参加者 ▲基本教練を行う参加者

隊内生活体験支援

自
転
車
安
全
利
用
五
則

▲委嘱状を伝達される園山氏
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永
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

偵
察
隊

　

准
陸
尉　

本
田　

和
資

　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
江
田
町

祝 

定
年
退
官

転 
出

●
部
隊
長

▽
会
計
隊

　

２
等
陸
尉　

村
上　

浩
司

　
　
（
第
425
会
計
隊
＝
富
山
）

▽
偵
察
直
接
支
援
小
隊

　

２
等
陸
尉　

中
村　

陽
平　

　
　
（
第
13
後
方
支
援
隊

第
2
整
備
中
隊
＝
海
田
市
）

●
幹
部

▽
偵
察
隊

　

３
等
陸
佐　

征
矢　

憲
治

　
　
（
第
６
戦
車
大
隊
＝
大
和
）

●
陸
曹
・
陸
士

▽
偵
察
隊

　

１
等
陸
曹　

吉
川　

浩
信

　
　
（
米
子
駐
屯
地
業
務
隊
＝
米
子
）

　

２
等
陸
曹　

本
永　

洋

　
　
（
中
部
方
面
後
方
支
援
隊
＝
桂
）

　

陸
士
長　
　

小
濱　

彰
太
郎

　
　
（
自
衛
隊
阪
神
病
院
＝
川
西
）

▽
施
設
隊

　

陸
曹
長　

植
木　

浩
紀

　
　
（
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
）

　

３
等
陸
曹　

米
田　

高
志

　
　
（
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
）

　

３
等
陸
曹　

妹
尾　

直
幸

　
　
（
第
15
普
通
科
連
隊
＝
善
通
寺
）

　

３
等
陸
曹　

松
本　

透

　
　
（
第
307
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
＝
大
久
保
）

▽
第
１
直
接
支
援
隊

　

３
等
陸
曹　

美
濃　

優
樹

　
　
（
高
知
駐
屯
地
業
務
隊
＝
高
知
）

以
上
３
月
23
日
付

●
防
衛
事
務
官
等

　

行
㈠
３　
　

田
中　

孝
之

　
　
（
湯
布
院
駐
屯
地
業
務
隊
＝
湯
布
院
）

　

行
㈠
３　
　

木
曽　

茂
樹

　
　
（
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
）

以
上
４
月
１
日
付

人
事
往
来

６
月
定
年
退
官
予
定
者

業
務
隊　

陸
曹
長　

三
原　
　

勉

読
み
終
っ
た
ら

家
族
に
も
見
せ
よ
う

転 

入

●
部
隊
長

▽
会
計
隊

　

２
等
陸
尉　

中
山　

貴
行

　
　
（
第
356
会
計
隊
＝
米
子
）

▽
偵
察
直
接
支
援
小
隊

　

３
等
陸
尉　

飯
田　

光　

　
　
（
第
13
後
方
支
援
隊

第
2
整
備
中
隊
＝
海
田
市
）

●
幹
部

▽
偵
察
隊

　

３
等
陸
佐　

新
谷　

和
久

　
　
（
第
73
戦
車
連
隊
＝
南
恵
庭
）

●
陸
曹

▽
偵
察
隊

　

１
等
陸
曹　

江
隅　

透

　
　
（
第
14
後
方
支
援
隊
＝
善
通
寺
）

　

１
等
陸
曹　

原
田　

安
二

　
　
（
第
1
空
挺
団
後
方
支
援
隊＝

習
志
野
）

▽
施
設
隊

　

１
等
陸
曹　

合
原　

幸
治

　
　
（
情
報
本
部
＝
美
保
通
信
所
）

　

２
等
陸
曹　

原
田　

昌
幸

　
　
（
第
4
施
設
団
本
部
付
隊
＝
大
久
保
）

　

２
等
陸
曹　

寺
戸　

誠

　
　
（
第
307
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
＝
大
久
保
）

▽
業
務
隊

　

１
等
陸
曹　

佐
藤　

英
治

　
　
（
第
13
旅
団
司
令
部
付
隊
＝
海
田
市
）

　

２
等
陸
曹　

西
岡　

秀
泰

　
　
（
第
13
後
方
支
援
隊
＝
海
田
市
）

▽
偵
察
直
接
支
援
小
隊

　

２
等
陸
曹　

三
﨑　

将
基　

　
　
（
第
13
後
方
支
援
隊

第
2
整
備
中
隊
＝
海
田
市
）

以
上
３
月
23
日
付

●
防
衛
事
務
官
等

　

行
㈠
３　
　

田
村　

嘉
浩

　
　
（
信
太
山
駐
屯
地
業
務
隊
＝
信
太
山
）

　

行
㈠
３　
　

木
下　

心
哉

　
　
（
伊
丹
駐
屯
地
業
務
隊
＝
伊
丹
）

　

行
㈠
１　
　

松
本　

直
也

　
　

新
規
採
用

以
上
４
月
１
日
付


